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白岩 学
カリフォルニア大学

アーバイン校
教授

大気科学，環境化学
講演者＆パネリスト

渡邊 淳司
NTT コミュニケーション 

科学基礎研究所
上席特別研究員
ウェルビーイング
ハプティクス 

講演者＆パネリスト

標葉 隆馬
大阪大学

社会技術共創研究センター
准教授

科学技術政策
パネリスト

Amarjargal
Dagvadorj

Breathe Mongolia
- Clean Air Coalition

"Let's take action" project.
Director

健康政策，母子衛生,
パンデミック

講演者＆パネリスト

金 徳済
株式会社ロフトワーク 

プロデューサー
講演者＆パネリスト

梅津 静子
筑波大学 人間系

助教
比較教育学 

パネルディスカッション： 
モデレーター

研究者の幸福と研究環境の向上が
より優れた研究を生み、社会に還元されます。
クリエイティブな環境と心の在り方を
多様な研究者と共に考えてみませんか？

■ 基調講演：「研究活動の指針としてのウェルビーイング」
渡邊 淳司 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

 上席特別研究員
他3名によるウェルビーイングの話題提供

■ パネルディスカッション
研究者ウェルビーイングと国公立大学が準備できる環境を考える
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